
No.１４ 平成 29年度 ｢地域子育て活動支援事業｣ 実施の内容 

団 体 名 かまめっちょの会 

事 業 名 絵本を通した子育て支援活動 

実 施 期 間 平成２９年６月～平成２９年１０月 

事 業 実 績 

【事業概要】 

①「小さな廃校の絵本フェスティバル」～音を楽しもう 

日時：平成 29年 9月 17日（日）場所：栗橋公民館中村分館 来場者数：50名 

・わらべうたライブ（9月16日釜石市立図書館 参加者：8名） 

 講師：坂野知恵＆坂野いぶき 

・自然のものづくりで楽器づくり 

 講師：浅沼洋子 参加者数：5名 

・音で遊ぶ太鼓ワークショップ 

 講師：多田純也 

・読み聞かせの時間 

 楓 2000の会、おはなしころりん 

 

②「澤口たまみさんと歩く虫さがしおさんぽ会」 

講師：澤口たまみ（絵本作家） 場所：栗橋公民館中村分館 

・春：6月 24日 参加者：大人 9名、小人 14名 

・夏：8月 19日 参加者：大人 8名、子ども 7名 

・秋：10月 28日 参加者：大人 12名、子ども 11名 

 

実 施 効 果 

自 己 評 価 

【実施効果】 

①ちいさな廃校の絵本フェスティバルは台風の前日に当たり、来場者数は少なかっ

た。今回は音がテーマのため、読み聞かせの内容も「音」を感じさせるものにお願

いした。 

②澤口たまみさんと歩く虫さがしのおさんぽ会は、同じ場所で季節を通して観察するこ

とができた。どうやって虫達が一年を通して過ごすのか。植物たちも大きくなり四季

を通して変化して行くのを見ることは、生きていることを感じさせることができる。 

 

【自己評価】 

①絵本フェスティバルは台風の影響もあり参加数は少なかったが、参加者の好意的な

内容のアンケートもあり、やった意味はあったと感じた。 

 

②虫さがしは、毎回虫を通して人間の世界につながる話を聞くことができることがとて

も面白いと感じる。虫を通して人間の世界をみれば、もっと大きな世界が広がっている

ことを子どもたちに感じてもらいたいと思う。 

 

 


